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矢口白勺認識システムの構成  

※ 石田 泰之（九州大学経済学部）ISHIDA Yasuyuki  

時永 祥三（  〝  ）TOK川AGA Shozo  

1．まえがき 株価の時間域特性に注目するテ  

クニカル分析において，波型の特徴抽出をウェ  

ーブレット変換により行う方法を考察する。ま  

た，抽出された特徴部分とトレンドなどとをエ  

キスパートシステムのオブジェクトとして表現  

し，株価認識と分類を行うシステムを構成する  

方法を示す。  

2．株価特徴の抽出と表現   

株価認識エキスパートシステム構成の方法と  

して，現在まで，株価時系列の特徴を波型のガ  

ボール表現により抽出する方法を論じたが1），  

本報告ではウェーブレット変換による特徴表現  

を考察する4－。ウェーブレット変換ではスペク  

トルの精度は低下するが時間軸方向の分解能が  

向上するメリットがある。また，ウェーブレッ  

ト変換により抽出された株価の特徴部分と全体  

の傾向変動（トレンド）とを結合してオブジェ  

クトとして表現して株価認識を行う知的処理の  

手順について述べる。   

いま，株価時系列に対して，11日移動平均  

値（centered moving average）を除去した系列  

について適応的ARMAモデルを当てはめ，そ  

の残差について過渡的な特徴部分が含まれてい  

ると考え特徴を抽出する1）2）。適応的ARMA  

モデル当てはめにおいては，基準値を越える入  

力があったときには入力（フィットする対象の  

時系列）を波型の移動平均値に置き換えて予測  

誤差の中に含まれる過渡的を強訴する。  

ディジタル信号処理好  

3．株価特徴の検出とウェーブレット変換   

いま，2の手順により抽出された過渡波のピ  

ークや突発的な波の連続を自動的に認識し株価  

を特徴に応じて分類する手段としてウェーブレ  

ット変換を用い，特徴抽出を行う。2．の手順  

により検出された過渡波f（t）をガボール関  

数を基本ウェーブレット関数として展開する。  

概要を以下に示す。  

F（a，b）＝Jd）＆．b（t）f（t）dt  

（1）  ¢．．b（t）＝a‾1／2¢（（トb）／a）   

¢（t）＝方‾1／4（山，／γ）1／2  

exp［－（t u，／γ）2／2＋iu。t］   

図2にはある株価パターンについてのもとの  

時系列と移動平均線，適応的ARMAモデル当  

てはめによる突発波検出後の波型，およびウェ  

ーブレット変換による特徴であるスペクトル（  

a，b方向の変化）を示している。   

図2に示したように，ウェーブレット変換に  

よる表現では時間軸方向に極めて明確な特徴が  

得られるので，これにもとづいて珠価に現れる  

ピークやその実現間隔などを特定する。文献（  

4）ではその識別にコードブックによる手法を  

利用したが，本報告においても同様の手法を適  

用する。すなわち，スペクトル方向に30サン  

プルの標本点をもうけ，時間軸のそったスペク  

トル値を1対のベクトルとして表現する。時間  

軸方向には連続量であるbの間隔でスペクトル  

を計算することが可能であるが，あまり細かい  
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表1．株価表現のオブジェクト  
波形クラスオブジェクト  
クラスオブジュタト  
観測個勤：過渡披を構成する成分の致  

ビータ形インスタンスオブジェクト   
時刻：棚はれた時別  ： 
振幅ビータの董嶋値   
離：ビータでの極鼠小分類を含む  
インスタンスオブジュクト  
時刻：観測された時別  
振幅：振動の振帽債  
分類：振動の小分類  
ッフ形インスタンスオブジェクト  
時刻：観測された時利  
差異：ギヤップの大ささ  
位相：ギヤツブの極性  
クラスオブジェクト   
形状概要：全体の株価形状を大まかに分類  
移動平均クラスオブジェクト  
1日移助平均インスタンスオブジュクト   

形状：移動平均の形状要素   
開始：形状の開始時刻   
終止：形状の終止時刻  
1日移勤平均変動インスタンスオブジ1クト   
形状：振動ナ ビークなど形状   

開始：形状の開始時別   
掲止：形状の終了時別  
線クラスオブジェクト  
サポートインスタンスオブジェクト   
傾斜：サポート繚の傾き   

開始：サポート橡の開始時剤   
終止：サポート検の終了時別  

レジスタンスインスタンスオブジェク．ト   
傾斜：レジスタンス線の傾さ   
開始：レジスタンス線の開始時剤   
終止：レジスタンスの終了時剤  
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図2．ウェーブレット変換による特徴抽出  ブレーククラスオブジェクト  
しブレーク形インスタンスオブジュタト  
時刻：顧はれた時刻   ： 

傾斜ブレークの傾斜  
r a nクラスオブジュクト  
綾緑1：最初の傾向線の存在可能性  
接撮2：次の傾向椅の存在可能性  
按授3：3番目の傾向碑の存在可能性  

点の選択はかえって精度を低下させるので，こ  

こでは約5日に1回の測定となるように調整し  

ている。学習サンプルに対して2．および3．  

に述べた方法によりスペクトル分析を行い，k  

－me anクラスタリングの方法により基本と  

なるベクトルの集合を特定する。これをコード  

ブックとして登録する。   

コードブックが作成されると，認識対象であ  

る株価に対してARMA分析，ウェーブレット  

変換を適用して，どのようなシーケンスのベク  

トル（トークン）が出現したかを決定する。   

株価分析のためには，このような過渡波の特  

定だけではなくトレンドに対応する全体的な特  

徴も検出する必要がある。文献（1）では最終  

的にこれらの表現をエキスパートシステムのオ  

ブジェクトヘと変換して株価パターン分類をす  

る方法を示している。  

4．エキスパートシステムの構成   

最終的に株価を認識し識別する方法として，  

ここではエキスパートシステムを利用する。硬  

の機能のみを用いている。  

（1）株価表現のオブジェクト   

オブジ ェクトの概要を表1に示している。全  

体の傾向線に関するものと，突発波の形状に関  

するものに大きく分かれる。傾向線の認識や突  

発波の系列認識の詳細は省略する。  

（2）株価分類   

以下のような典型的な株価パターンを対象と  

している。傾向的な変化としてrounding，trend  

channel，breakout，fan．部分的な変化として  

head and shoulder，double top－double botto  

m，triangle，broadning，reCtanglar，SUPPOrt  

and resistance，gaP．  

5．むすび   

テクニカル分析をエキスパートシステムの方  

法により行うことを示した。今後，ファグメン  

タル情報との結合を考察していく。  

直ツールとしては，富士通（株）のESHEL［1］時丸石田：’’ガポール表現lこよる過渡彼検出と波型の知識  

L／Ⅹを用いた。ESHELL／Ⅹにはさまざ［2s；is；ic  
tn 

まな機能があるが・ここではIF THENルB．P：：：：？：岩e慧霊三；：こa：；；：：tI≡；…≡；？6己こ1芸；b。：㌔…。：と…：三：≡：；：三： 
－ルの記述とオブジェクト表現といった最小限IEEETrans‥ASS卜37・2［4］”Wavelet theory”・IEEE SignalProc・Mag  
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